
 

 

 

事業名   

生涯学習校区ゾーン事業 

 

事業の目的   

地区公民館活動の活性化や多様化を図り、新しい地域づくりを目指した世代間交流及

び地域間交流を促進する。 

また小学校区を活動単位とすることで小学校との連携を図る。 

 

事業の実施主体 

各校区内の地区公民館長及び関係者より構成された実行委員会（５校区） 

 

事業予算 

各校区ごとに約 270,000円 

 

事業の内容と成果 

（1）猪熊小学校区（4 地区公民館）  

①通学合宿  ②土曜日授業 

目的 イ 基本的な生活習慣を再確認し自分に足りないところを積極的に学ぼう。 

     ロ 校区内の人々が地域や年齢の枠を超え、子供たちとふれ合い交流の時間を持

つ。 

 

成果 ・普段買わない野菜・果物等の値段を知ることができ、貴重な社会体験をするこ

とができた。    

・食事の準備や後片付けの苦労が理解できた。 

     ・もらい湯をすることで地域の人とつながりができた。 

     ・地域住民も一緒に参加し、子供たちとの交流を深めることもできた。 

 

（2）朳小学校区（7 地区公民館）  

①見守り隊の人への感謝集会  ②落語で日本の伝統文化にふれる。 

 

 自治公民館 

 

            生涯学習校区ゾーン事業    

                    ～地域と学校をつなぐ～ 

          樋口公民館 館長 河野 治 

       おかの台公民館 館長 渡邉 和俊 

       美吉野公民館 育成会 会長 仲里 由貴 

             



目的 イ 見守りしていただいている人への感謝の気持ちをいかに表現するか。 

    ロ 話術の楽しさと日本の伝統芸能にふれてみる。 

  

成果  ・ 感謝集会では、感謝状を贈ることで、通学路に立って見守っていただい

ている地域の人の名前を覚え親近感を持ち地域と子供たちの距離が近くな

った。また、落語という日本の伝統芸能にふれ、古今亭菊千代氏に 5～6 人

ほど太鼓のたたき方、話し方のてほどきを受け、高座に上がり即席披露し子

供たちも地域の人たちも大喝采で楽しい時間が過ごせた。その他では、PTA

役員による手づくり梅が枝餅販売やバザーで小学校と地域の人々の交流が

図れ楽しいイベントとなった。 

 

（3）頃末小学校区（7 地区公民館）  

①モノづくり体験 ②世代間を超えてみんなで楽しめる鑑賞  

 ③障がいのある人とのふれあい 

  目的 イ 生涯学習校区ゾーン事業に基づいた活動 

    ロ 「モノづくり」をテーマとした体験 

    ハ 障がい者とのふれあいで理解を深める。 

 

 成果 ・バスハイク終了後にアンケートをとり、100 人中 92 名が回答。アンケートの

結果、３施設すべてにおいて、「とても良かった」～「普通」までが 90％を超

えたので、「世代間交流」「モノづくり」の楽しさの体験から、趣旨は達成でき

た。 

      

（4）伊左座小学校区（7 地区公民館） 

   ①グランドゴルフ大会   ②土曜日授業で PTA バザー・囲碁・将棋・昔遊び等 

   ③ターゲットバードゴルフ ④新春囲碁・将棋大会 

 目的 イ 世代間交流・地域間交流を進める。 

    ロ 生涯学習の推進と福祉向上 

 

  成果 ・世代間交流・地域間交流を図るため、各区の区長・公民館長の役員で構成し事

業を行った。各区の子供から地域の高齢者にいたるまで幅広く呼びかけ多数の

参加を得て各地区公民館の交流が図られた。 

     今後の課題としては、事業によっては、子供の参加が無理な事業もあり、今後

一層学校とも連携をしながら、事業目的を推進していく必要がある。 

 

（5）吉田小学校区（5 地区公民館） 

   ①餅つき体験 

 目的 イ 小学校区内の 5 地区公民館の連携と情報交換 

    ロ 子供、先生、保護者、地域住民の一体感醸成 

    ハ 学校の地域開放と教育の住民参加 

 成果 ・もちを作るために、子供と 5 地区公民館の地域住民の保護者や高齢者の人たち

の参加を呼びかけ当初予定していた300名をはるかに上回り450名の参加で一体

感醸成の目的が達成できた。餅をついたり丸めたり体験することはほとんどの子



供にとって初めての体験で最初は戸惑いがあったが、お年寄りの方と一緒にする

ことで学校では習わないことを学び、子供にとってはお年寄りの知恵の豊富さに

驚いていた。１日のイベントだったが『地域と学校が連携して地域の子供を育て

る』という協同実践が一体感につながり今後の吉田地区の飛躍するスタートだと

感じる。 

 

全体のまとめ 

この校区ゾーン事業は、伊左座小学校では古く行われていたが、全校区が取り組むよう

になってから、まだ日が浅い事業。少子高齢化の影響もあり自治区域内では、子供と触

れ合う機会が少ない人も他地区の子供と触れ合うことができ、地域・世代を超えた交流

を促す事業として今後も行っていきたい。 

 最近では、学校の土曜日授業の関係で地域との連携を模索していて合同で事業を行う

機会が増えている。まだ地域と学校との考え方の違いもあり、がっちりかみ合っている

という状態ではないが、今後もこの事業を続けることで、話し合う機会が増え密な連携

ができるのではないかと期待している。 

 

 

 

問い合わせ先    

〒807-0876 遠賀郡水巻町頃末北 1-1-2 生涯学習課 公民館係 担当 緒方 

TEL 093-201-4321 FAX093-201-0411 E-Mail chukou@town.mizumaki.lg.jp 
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